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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学フィルムと、
　前記光学フィルムの少なくとも片面に積層された粘着剤層と、
　前記光学フィルムと前記粘着剤層との間に介在される下塗り層と
を備え、
　前記粘着剤層は、アクリル系粘着剤からなり、
　前記下塗り層は、オキサゾリン基含有ポリマーのみをポリマーとして含み、
　前記オキサゾリン基含有ポリマーは、アクリル骨格からなる主鎖を含み、前記主鎖の側
鎖にオキサゾリン基を含むオキサゾリン基含有アクリル系ポリマーであり、
　前記オキサゾリン基含有ポリマーは、水溶性であり、オキサゾリン価が２２０ｇ　ｓｏ
ｌｉｄ／ｅｑ．以下である
ことを特徴とする、粘着型光学フィルム。
【請求項２】
　前記下塗り層が、水分散型ポリマーからなることを特徴とする、請求項１に記載の粘着
型光学フィルム。
【請求項３】
　前記アクリル系粘着剤が、水分散型であることを特徴とする、請求項１または２に記載
の粘着型光学フィルム。
【請求項４】
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　前記粘着剤層が、オキサゾリン基と反応する官能基を含んでいることを特徴とする、請
求項１～３のいずれかに記載の粘着型光学フィルム。
【請求項５】
　オキサゾリン基と反応する前記官能基が、カルボキシル基であることを特徴とする、請
求項４に記載の粘着型光学フィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粘着型光学フィルムに関する。詳しくは、粘着剤層と下塗り層とを備える各
種光学フィルムとして用いられる粘着型光学フィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、偏光フィルム、位相差フィルム、輝度向上フィルム、視野角拡大フィルムな
どの光学フィルムが、各種産業用途に用いられており、例えば、液晶ディスプレイなどに
貼着して用いられている。
　液晶ディスプレイに貼着される光学フィルムとして、光学フィルムに、下塗り層を介し
て粘着剤を積層したものが知られている。
【０００３】
　例えば、アクリル系ポリマー溶液に、イソシアネート系多官能性化合物を加えて粘着剤
溶液を調製し、これを、水分散性ポリエステル系樹脂からなる下塗り層（アンカー層）付
き偏光フィルムに、積層（ラミネート）した粘着型光学フィルムが提案されている（例え
ば、特許文献１参照。）。
　また、例えば、光学フィルムに、ポリアミン化合物により形成された下塗り層を介して
、粘着剤層が積層された粘着型光学フィルムが提案されている（例えば、特許文献２参照
。）。
【０００４】
　さらに、例えば、偏光板に、１級アミノ基を有するポリアクリル酸エステルからなる下
塗り層を介してアクリル系粘着剤層が積層された、粘着型偏光板が提案されている（例え
ば、特許文献３参照。）。
【特許文献１】特開２００４－５４００７号公報
【特許文献２】特開２００４－７８１４３号公報
【特許文献３】特開平１０－２０１１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来の粘着剤は、光学フィルムとの密着力が低く、通常、液晶ディスプレイに
、光学フィルムを貼着する場合には、光学フィルムを液晶ディスプレイに貼着した後、必
要により位置調整のために一旦剥離して、再貼着（リワーク）するところ、このような粘
着剤では、剥離時に、液晶ディスプレイの表面に粘着剤が残ってしまい（以下、「粘着剤
残り」という。）、リワーク性が十分でないという不具合がある。
【０００６】
　また、粘着型光学フィルムの切断や搬送時などの使用工程におけるハンドリングの際、
粘着型光学フィルムの端部が人やまわりの物に接触すると、その部分の粘着剤が欠ける（
以下、「粘着剤欠け」という。）ことがある。このように粘着剤欠けした粘着型光学フィ
ルムを液晶ディスプレイに貼着すると、表示不良が生じるという不具合がある。
　さらに、粘着型光学フィルムとして積層される粘着剤には、苛酷な加熱によっても欠陥
が発生しない高い耐加熱性が要求される。また、用途によっては、苛酷な加熱条件だけで
なく、苛酷な加熱加湿条件で使用される場合もあり、高い耐湿熱性も要求される。
【０００７】
　本発明の目的は、粘着剤層と光学フィルムとの密着力が高く、粘着剤残りや粘着剤欠け
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の発生が有効に抑えられ、かつ、高い耐加熱性や耐湿熱性を有する粘着型光学フィルムを
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の粘着型光学フィルムは、光学フィルムと、前記
光学フィルムの少なくとも片面に積層された粘着剤層と、前記光学フィルムと前記粘着剤
層との間に介在される下塗り層とを備え、前記粘着剤層は、アクリル系粘着剤からなり、
　前記下塗り層は、オキサゾリン基含有ポリマーのみをポリマーとして含み、前記オキサ
ゾリン基含有ポリマーは、アクリル骨格からなる主鎖を含み、前記主鎖の側鎖にオキサゾ
リン基を含むオキサゾリン基含有アクリル系ポリマーであり、前記オキサゾリン基含有ポ
リマーは、水溶性であり、オキサゾリン価が２２０ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．以下であるこ
とを特徴している。
【００１１】
　また、本発明の粘着型光学フィルムでは、前記下塗り層が、水分散型ポリマーからなる
ことが好適である。
【００１２】
　また、本発明の粘着型光学フィルムでは、前記アクリル系粘着剤が、水分散型であるこ
とが好適である。
　また、本発明の粘着型光学フィルムでは、前記粘着剤層が、オキサゾリン基と反応する
官能基を含んでいることが好適である。
　また、本発明の粘着型光学フィルムでは、オキサゾリン基と反応する前記官能基が、カ
ルボキシル基であることが好適である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の粘着型光学フィルムは、粘着剤層と光学フィルムとの密着力が高いので、液晶
ディスプレイなどに貼着するときに、粘着剤残りや粘着剤欠けの発生を有効に低減するこ
とができる。また、高い耐加熱性や耐湿熱性を有するので、高温雰囲気下や高温高湿雰囲
気下でも優れた耐久性を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の粘着型光学フィルムは、光学フィルムと、光学フィルムの少なくとも片面に積
層された粘着剤層と、光学フィルムと粘着剤層との間に介在され、オキサゾリン基含有ポ
リマーのみをポリマーとして含む下塗り層とを備えている。
　本発明において、粘着剤層に用いられる粘着剤としては、粘着剤層に通常使用される粘
着剤が挙げられ、例えば、アクリル系粘着剤、天然ゴムラテックス系粘着剤などが挙げら
れる。好ましくは、アクリル系粘着剤が挙げられ、さらに好ましくは、水分散型アクリル
系粘着剤が挙げられる。
 
【００１５】
　アクリル系粘着剤は、そのモノマー成分として、（メタ）アクリル酸アルキルエステル
を含んでいる。
　（メタ）アクリル酸アルキルエステルとしては、下記の一般式（１）で表される化合物
が挙げられる。
【００１６】
【化１】

【００１７】
（一般式（１）中、Ｒ１は、水素原子またはメチル基を、Ｒ２は、炭素数１～１８の直鎖
または分岐のアルキル基を示す。）
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　Ｒ２としては、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ブチル基
、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ペンチル基、ネオペンチル基、イソ
アミル基、ヘキシル基、へプチル基、オクチル基、２－エチルへキシル基、イソオクチル
基、ノニル基、イソノニル基、デシル基、イソデシル基、ウンデシル基、ドデシル基、ト
リデシル基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基、オク
タデシル基などが挙げられる。
【００１８】
　（メタ）アクリル酸アルキルエステルとしては、具体的には、メタクリル酸アルキルエ
ステルおよび／またはアクリル酸アルキルエステルであって、例えば、（メタ）アクリル
酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル
酸イソプロピル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）
アクリル酸ｓｅｃ－ブチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ペンチ
ル、（メタ）アクリル酸ネオペンチル、（メタ）アクリル酸イソアミル、（メタ）アクリ
ル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸へプチル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ）ア
クリル酸２－エチルへキシル、（メタ）アクリル酸イソオクチル、（メタ）アクリル酸ノ
ニル、（メタ）アクリル酸イソノニル、（メタ）アクリル酸デシル、（メタ）アクリル酸
イソデシル、（メタ）アクリル酸ウンデシル、（メタ）アクリル酸ドデシル、（メタ）ア
クリル酸トリデシル、（メタ）アクリル酸テトラデシル、（メタ）アクリル酸ペンタデシ
ル、（メタ）アクリル酸ヘキサデシル、（メタ）アクリル酸ヘプタデシル、（メタ）アク
リル酸オクタデシルなどの（メタ）アクリル酸アルキル（炭素数１～１８の直鎖または分
岐アルキル）エステルなどが挙げられる。これら（メタ）アクリル酸アルキルエステルは
、適宜、単独または併用して用いられる。例えば、アクリル酸ブチルとアクリル酸２－エ
チルヘキシルとを併用して用いてもよく、その配合割合（重量比）は、例えば、１／９９
～５５／４５（アクリル酸ブチル／アクリル酸２－エチルヘキシル）、好ましくは、５／
９５～６０／４０である。
【００１９】
　（メタ）アクリル酸アルキルエステルの配合割合は、全モノマー成分１００重量部に対
して、例えば、８０重量部以上、好ましくは、８５重量部以上、さらに好ましくは、９０
重量部以上である。
　また、アクリル系粘着剤は、熱架橋させるための架橋点（官能基）を導入して、粘着剤
層の被着体に対する接着性を向上することなどを目的として、（メタ）アクリル酸アルキ
ルエステル以外に、モノマー成分として、好ましくは、官能基含有モノマーを含んでいる
。
【００２０】
　官能基含有モノマーとしては、例えば、(メタ)アクリル酸、イタコン酸、マレイン酸、
フマル酸、クロトン酸などのカルボキシル基含有不飽和モノマー、例えば、無水イタコン
酸、無水マレイン酸、無水フマル酸などの酸無水物基含有不飽和モノマー、例えば、アク
リル酸２－ヒドロキシエチル、アクリル酸２－ヒドロキシプロピル、アクリル酸２－ヒド
ロキシブチルなどの水酸基含有不飽和モノマー、例えば、(メタ)アクリルアミド、Ｎ，Ｎ
－ジメチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－イソプ
ロピル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－ブチル(メタ)アクリルアミド、Ｎ－メトキシメチル（
メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール(メタ)アクリルアミド、Ｎ－メチロールプロパン
(メタ)アクリルアミドなどのアミド基含有不飽和モノマー、例えば、(メタ)アクリル酸ア
ミノエチル、(メタ)アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル、(メタ)アクリル酸ｔ－ブ
チルアミノエチルなどのアミノ基含有不飽和モノマー、例えば、(メタ)アクリル酸グリシ
ジル、(メタ)アクリル酸メチルグリシジルなどのグリシジル基含有不飽和モノマー、例え
ば、（メタ）アクリロニトリルなどのシアノ基含有不飽和モノマー、例えば、Ｎ－シクロ
ヘキシルマレイミド、Ｎ－イソプロピルマレイミド、Ｎ－ラウリルマレイミド、Ｎ－フェ
ニルマレイミドなどのマレイミド基含有モノマー、例えば、Ｎ－メチルイタコンイミド、
Ｎ－エチルイタコンイミド、Ｎ－ブチルイタコンイミド、Ｎ－オクチルイタコンイミド、
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Ｎ－２－エチルヘキシルイタコンイミド、Ｎ－シクロヘキシルイタコンイミド、Ｎ－ラウ
リルイタコンイミドなどのイタコンイミド基含有モノマー、例えば、Ｎ－(メタ)アクリロ
イルオキシメチレンスクシンイミド、Ｎ－(メタ)アクリロイル－６－オキシヘキサメチレ
ンスクシンイミド、Ｎ－(メタ)アクリロイル－８－オキシオクタメチレンスクシンイミド
などのスクシンイミド基含有モノマー、例えば、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－(１－メチ
ルビニル)ピロリドン、Ｎ－ビニルピリジン、Ｎ－ビニルピペリドン、Ｎ－ビニルピリミ
ジン、Ｎ－ビニルピペラジン、Ｎ－ビニルピラジン、Ｎ－ビニルピロール、Ｎ－ビニルイ
ミダゾール、Ｎ－ビニルオキサゾール、Ｎ－ビニルモルホリン、(メタ)アクリロイルモル
ホリンなどのビニル基含有複素環化合物、例えば、スチレンスルホン酸、アリルスルホン
酸、２－(メタ)アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、(メタ)アクリルアミド
プロパンスルホン酸、スルホプロピル(メタ)アクリレート、(メタ)アクリロイルオキシナ
フタレンスルホン酸などのスルホン酸基含有不飽和モノマー、例えば、２－ヒドロキシエ
チルアクリロイルホスフェイトなどのリン酸基含有不飽和モノマー、例えば、２－メタク
リロイルオキシエチルイソシアネートなどの官能性モノマー、その他Ｎ－ビニルカルボン
酸アミドなどが挙げられる。
【００２１】
　さらに、官能基含有モノマーとして、多官能性モノマーが挙げられる。
　多官能性モノマーとしては、例えば、エチレングリコールジ(メタ)アクリレート、ジエ
チレングリコールジ(メタ)アクリレート、トリエチレングリコールジ(メタ)アクリレート
、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ(メ
タ)アクリレートなどの(モノまたはポリ)エチレングリコールジ(メタ)アクリレートや、
プロピレングリコールジ(メタ)アクリレートなどの(モノまたはポリ)プロピレングリコー
ルジ(メタ)アクリレートなどの(モノまたはポリ)アルキレングリコールジ(メタ)アクリレ
ートの他、ネオペンチルグリコールジ(メタ)アクリレート、１,６－ヘキサンジオールジ(
メタ)アクリレート、ペンタエリスリトールジ(メタ)アクリレート、トリメチロールプロ
パントリ(メタ)アクリレート、ペンタエリスリトールトリ(メタ)アクリレート、ジペンタ
エリスリトールヘキサ(メタ)アクリレート、ジビニルベンゼンなどが挙げられる。また、
多官能性モノマーとして、エポキシアクリレート、ポリエステルアクリレート、ウレタン
アクリレートなども挙げられる。
【００２２】
　官能基含有モノマーは、適宜、単独、または併用して用いられる。
　これら官能基含有モノマーのうち、好ましくは、カルボキシル基含有不飽和モノマー、
酸無水物基含有不飽和モノマーが挙げられる。カルボキシル基含有不飽和モノマーや酸無
水物基含有不飽和モノマーであれば、これらに含まれる、または、これらから生じるカル
ボキシル基が、後述する下塗り層をなすオキサゾリン基含有ポリマーのオキサゾリン基や
、ポリアミン系ポリマーのアミノ基と、効率よく反応して、光学フィルムとの密着力を高
めることができる。
【００２３】
　官能基含有モノマーの配合割合は、（メタ）アクリル酸アルキルエステル１００重量部
に対して、例えば、０．５～１２重量部、好ましくは、１～８重量部である。
　また、アクリル系粘着剤は、凝集力などの種々の特性の向上などを目的として、モノマ
ー成分として、上記した（メタ）アクリル酸アクリルエステルと共重合可能な共重合性モ
ノマーを含んでいてもよい。
【００２４】
　共重合性モノマーとしては、例えば、酢酸ビニルなどのビニルエステル基含有モノマー
、例えば、スチレン、ビニルトルエンなどの芳香族不飽和モノマー、例えば、シクロペン
チルジ（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレートなどの(メタ)アクリル
酸脂環式炭化水素エステルモノマー、例えば、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリ
レート、ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）ア
クリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、テトラメチロールメタ
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ントリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレートなど
の多価アルコールの（メタ）アクリル酸エステルモノマー、例えば、(メタ)アクリル酸メ
トキシエチル、(メタ)アクリル酸エトキシエチルなどのアルコキシ基含有不飽和モノマー
、例えば、エチレン、プロピレン、イソプレン、ブタジエン、イソブチレンなどのオレフ
ィン系モノマー、例えば、ビニルエーテルなどのビニルエーテル系モノマー、例えば、塩
化ビニルなどのハロゲン原子含有不飽和モノマー、その他、例えば、(メタ)アクリル酸テ
トラヒドロフルフリルや、フッ素(メタ)アクリレートなどの複素環や、ハロゲン原子を含
有するアクリル酸エステル系モノマーなどが挙げられる。
【００２５】
　さらにまた、共重合性モノマーとして、アルコキシシリル基含有ビニルモノマーが挙げ
られる。アルコキシシリル基含有ビニルモノマーには、シリコーン系(メタ)アクリレート
モノマーや、シリコーン系ビニルモノマーなどが挙げられる。
　シリコーン系(メタ)アクリレートモノマーとしては、例えば、(メタ)アクリロイルオキ
シメチル－トリメトキシシラン、(メタ)アクリロイルオキシメチル－トリエトキシシラン
、２－(メタ)アクリロイルオキシエチル－トリメトキシシラン、２－(メタ)アクリロイル
オキシエチル－トリエトキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピル－トリメト
キシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピル－トリエトキシシラン、３－(メタ)
アクリロイルオキシプロピル－トリプロポキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプ
ロピル－トリイソプロポキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピル－トリブト
キシシランなどの(メタ)アクリロイルオキシアルキル－トリアルコキシシラン、例えば、
(メタ)アクリロイルオキシメチル－メチルジメトキシシラン、(メタ)アクリロイルオキシ
メチル－メチルジエトキシシラン、２－(メタ)アクリロイルオキシエチル－メチルジメト
キシシラン、２－(メタ)アクリロイルオキシエチル－メチルジエトキシシラン、３－(メ
タ)アクリロイルオキシプロピル－メチルジメトキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオ
キシプロピル－メチルジエトキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピル－メチ
ルジプロポキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピル－メチルジイソプロポキ
シシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピル－メチルジブトキシシラン、３－(メ
タ)アクリロイルオキシプロピル－エチルジメトキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオ
キシプロピル－エチルジエトキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピル－エチ
ルジプロポキシシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピル－エチルジイソプロポキ
シシラン、３－(メタ)アクリロイルオキシプロピル－エチルジブトキシシラン、３－(メ
タ)アクリロイルオキシプロピル－プロピルジメトキシシラン、３－(メタ)アクリロイル
オキシプロピル－プロピルジエトキシシランなどの(メタ)アクリロイルオキシアルキル－
アルキルジアルコキシシランや、これらに対応する(メタ)アクリロイルオキシアルキル－
ジアルキル(モノ)アルコキシシランなどが挙げられる。
【００２６】
　また、シリコーン系ビニルモノマーとしては、例えば、ビニルトリメトキシシラン、ビ
ニルトリエトキシシラン、ビニルトリプロポキシシラン、ビニルトリイソプロポキシシラ
ン、ビニルトリブトキシシランなどのビニルトリアルコキシシランの他、これらに対応す
るビニルアルキルジアルコキシシランや、ビニルジアルキルアルコキシシラン、例えば、
ビニルメチルトリメトキシシラン、ビニルメチルトリエトキシシラン、β－ビニルエチル
トリメトキシシラン、β－ビニルエチルトリエトキシシラン、γ－ビニルプロピルトリメ
トキシシラン、γ－ビニルプロピルトリエトキシシラン、γ－ビニルプロピルトリプロポ
キシシラン、γ－ビニルプロピルトリイソプロポキシシラン、γ－ビニルプロピルトリブ
トキシシランなどのビニルアルキルトリアルコキシシランの他、これらに対応する(ビニ
ルアルキル)アルキルジアルコキシシランや、(ビニルアルキル)ジアルキル(モノ)アルコ
キシシランなどが挙げられる。
【００２７】
　共重合性ビニルモノマーとしてアルコキシシリル基含有ビニルモノマーを用いることに
より、ポリマー鎖にアルコキシシリル基が導入され、それ同士の反応により架橋構造を形
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成することができる。特にアクリル系粘着剤では、後述する架橋剤では不均一な架橋構造
となるため、高温雰囲気下などで使用した場合に、粘着型光学フィルムの末端が剥がれ易
くなる。しかし、アルコキシシリル基含有モノマーを用いると、均一な架橋構造を形成す
ることができるため、液晶ディスプレイなどのガラス基板への接着固定性を向上させるこ
とができる。また、アルコキシシリル基がガラス基板と相互作用して、ガラス基板との接
着性を高めることができる。
【００２８】
　これら共重合性モノマーは、適宜、単独または併用して用いられる。
　共重合性モノマーの配合割合は、（メタ）アクリル酸アルキルエステル１００重量部に
対して、例えば、３０重量部以下、好ましくは、１５重量部以下である。
　そして、アクリル系粘着剤を調製するには、特に制限されず、上記したモノマー成分を
、例えば、有機溶媒で溶液重合したり、水中で乳化重合するなどの公知の重合方法により
重合する。
【００２９】
　例えば、乳化重合では、上記したモノマー成分とともに、重合開始剤、乳化剤、必要に
応じて連鎖移動剤などを、水中において適宜配合して重合する。より具体的には、例えば
、一括仕込み法（一括重合法）、モノマー滴下法、モノマーエマルション滴下法などの公
知の乳化重合法を採用することができる。なお、モノマー滴下法では、連続滴下または分
割滴下が適宜選択される。反応条件などは、適宜選択されるが、重合温度は、例えば、２
０～９０℃である。
【００３０】
　重合開始剤としては、特に制限されず、乳化重合に通常使用される重合開始剤が用いら
れる。例えば、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス（２－メチ
ルプロピオンアミジン）二硫酸塩、２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオンアミジン
）二塩酸塩、２，２’－アゾビス（２－アミジノプロパン）二塩酸塩、２，２’－アゾビ
ス［Ｎ－（２－カルボキシエチル）－２－メチルプロピオンアミジン］水和物、２，２’
－アゾビス（Ｎ，Ｎ’－ジメチレンイソブチルアミジン）、２，２’－アゾビス［２－（
２－イミダゾリン－２－イル）プロパン］二塩酸塩などのアゾ系開始剤、例えば、過硫酸
カリウム、過硫酸アンモニウムなどの過硫酸塩系開始剤、例えば、ベンゾイルパーオキサ
イド、ｔ－ブチルハイドロパーオキサイド、過酸化水素などの過酸化物系開始剤、例えば
、フェニル置換エタンなどの置換エタン系開始剤、例えば、芳香族カルボニル化合物など
のカルボニル系開始剤、例えば、過硫酸塩と亜硫酸水素ナトリウムとの組合せ、過酸化物
とアスコルビン酸ナトリウムとの組合せなどのレドックス系開始剤などが挙げられる。
【００３１】
　これら重合開始剤は、適宜、単独または併用して用いられる。また、重合開始剤の配合
割合は、適宜選択されるが、全モノマー成分１００重量部に対して、例えば、０．００５
～１重量部である。
　乳化剤としては、特に制限されず、乳化重合に通常使用される乳化剤が用いられる。例
えば、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸アンモニウム、ドデシルベンゼンスルホン
酸ナトリウム、ポリオキシエチレンラウリル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキ
ルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル硫酸アンモニ
ウム、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレ
ンアルキルスルホコハク酸ナトリウムなどのアニオン系乳化剤、例えば、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチ
レン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロックポリマーなどの
ノニオン系乳化剤などが挙げられる。
【００３２】
　また、これらアニオン系乳化剤やノニオン系乳化剤に、プロペニル基やアリルエーテル
基などのラジカル重合性官能基（反応性基）が導入されたラジカル重合性（反応性）乳化
剤（例えば、ＨＳ－１０（第一工業製薬（株）製））などが挙げられる。
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　これら乳化剤は、適宜、単独または併用して用いられる。また、乳化剤の配合割合は、
全モノマー成分１００重量部に対して、例えば、０．２～１０重量部、好ましくは、０．
５～５重量部である。
【００３３】
　連鎖移動剤は、必要により、アクリル系粘着剤の分子量を調節するものであって、乳化
重合に通常使用される連鎖移動剤が用いられる。例えば、１－ドデカンチオール、メルカ
プト酢酸、２－メルカプトエタノール、チオグリコール酸２－エチルへキシル、２，３－
ジメチルカプト－１－プロパノールなどのメルカプタン類などが挙げられる。
　これら連鎖移動剤は、適宜、単独または併用して用いられる。また、連鎖移動剤の配合
割合は、全モノマー成分１００重量部に対して、例えば、０．００１～０．５重量部であ
る。
【００３４】
　そして、このような乳化重合によって、アクリル系粘着剤を、水分散型アクリル系粘着
剤、すなわち、水分散のエマルション（水分散液）として、調製することができる。
　なお、水分散型アクリル系粘着剤は、例えば、上記したモノマー成分を、乳化重合以外
の方法によって重合した後に、上記した乳化剤により、水に分散させるようにして調製す
ることもできる。
【００３５】
　また、粘着剤には、その目的および用途に応じて、必要により、架橋剤を配合してもよ
い。架橋剤としては、例えば、イソシアネート系架橋剤、エポキシ系架橋剤、オキサゾリ
ン系架橋剤、アジリジン系架橋剤、金属キレート系架橋剤などが挙げられる。なお、これ
ら架橋剤は、特に制限されず、油溶性または水溶性の架橋剤が用いられる。これら架橋剤
は、適宜、単独または併用して用いられ、その配合割合は、全モノマー成分１００重量部
に対して、例えば、０．１～１０重量部である。
【００３６】
　また、粘着剤が、水分散型粘着剤である場合には、エマルションの安定性を向上する目
的で、例えば、アンモニア水などにより、例えば、ｐＨ７～９、好ましくは、ｐＨ７～８
に調整される。
　さらに、粘着剤には、粘度調整剤、必要に応じて、剥離調整剤、可塑剤、軟化剤、充填
剤、着色剤（顔料、染料など）、老化防止剤、界面活性剤など、粘着剤に通常添加される
添加剤を、適宜、添加してもよい。これら添加剤の配合割合は、特に制限されず、適宜、
選択することができる。
【００３７】
　粘度調整剤としては、特に制限されず、例えば、アクリル系増粘剤などが挙げられる。
　このような粘着剤は、その固形分のゲル分率が、例えば、５０～１００重量％、好まし
くは、７０～１００重量％である。ゲル分率が上記した値より低いと、この粘着剤を粘着
型光学フィルムに適用して、高温高湿の雰囲気下で使用したときに、発泡や剥がれを生じ
る場合がある。
【００３８】
　なお、ゲル分率は、粘着剤を、例えば、テフロン（登録商標）シートで被覆し、これを
酢酸エチルに７日間浸漬したときに、下記式で算出することができる。
　ゲル分率（重量％）＝（浸漬後のテフロンシートに付着する粘着剤の重量／浸漬前の粘
着剤の重量）×１００
　オキサゾリン基含有ポリマーは、例えば、アクリル骨格またはスチレン骨格からなる主
鎖を含み、その主鎖の側鎖にオキサゾリン基を有しているものであって、好ましくは、ア
クリル骨格からなる主鎖を含み、その主鎖の側鎖にオキサゾリン基を有しているオキサゾ
リン基含有アクリル系ポリマーが挙げられる。
【００３９】
　オキサゾリン基としては、例えば、２－オキサゾリン基、３－オキサゾリン基、４－オ
キサゾリン基などが挙げられ、好ましくは、２－オキサゾリン基が挙げられる。
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　２－オキサゾリン基としては、一般に、下記一般式（２）で表される。
【００４０】
【化２】

【００４１】
（一般式（２）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は、それぞれ独立に、水素原子、ハロゲン原
子、アルキル基、アラルキル基、フェニル基または置換フェニル基を示す。）
　オキサゾリン基含有ポリマーは、その数平均分子量が、例えば、５０００以上、好まし
くは、１００００以上であり、通常１００００００以下が好ましい。数平均分子量が５０
００より低いと、下塗り層の強度が不足して凝集破壊を起こし、投錨力を向上できない場
合がある。数平均分子量が１００００００より高いと、作業性に劣る場合がある。また、
オキサゾリン基含有ポリマーは、そのオキサゾリン価が、例えば、１５００ｇ　ｓｏｌｉ
ｄ／ｅｑ．以下、好ましくは、１２００ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．以下である。オキサゾリ
ン価が１５００ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．より大きいと、分子中に含まれるオキサゾリン基
の量が少なくなり、投錨力を向上できない場合がある。
【００４２】
　オキサゾリン基含有ポリマーは、オキサゾリン基が、粘着剤が含んでいる官能基（カル
ボキシル基や水酸基など）などと比較的低温で反応するため、オキサゾリン基含有ポリマ
ーを下塗り層に含ませれば、粘着剤層中の官能基などと反応し、強固に密着することがで
きる。
　オキサゾリン基含有ポリマーは、通常、一般の市販品が用いられ、具体的には、エポク
ロスＷＳ－５００（水溶液タイプ、固形分４０％、主鎖：アクリル系、ｐＨ７～９、オキ
サゾリン価２２０ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本触媒製）、エポクロスＷＳ－７０
０（水溶液タイプ、固形分２５％、主鎖：アクリル系、ｐＨ７～９、オキサゾリン価２２
０ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本触媒製）などのオキサゾリン基含有アクリル系ポ
リマー、例えば、エポクロスＫ－１０００シリーズ（エマルションタイプ、固形分４０％
、主鎖：スチレン／アクリル系、オキサゾリン価１１００ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、ｐＨ
７～９、（株）日本触媒製）、エポクロスＫ－２０００シリーズ（エマルションタイプ、
固形分４０％、主鎖：スチレン／アクリル系、ｐＨ７～９、オキサゾリン価５５０ｇ　ｓ
ｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本触媒製）などのオキサゾリン基含有アクリル／スチレン系
ポリマーなどが挙げられる。密着力を向上する観点からは、乳化剤を含むエマルションタ
イプよりも、水溶液タイプのオキサゾリン基含有アクリル系ポリマーが好ましい。
【００４３】
　このようなオキサゾリン基含有アクリル系ポリマーであれば、粘着剤との親和性が良好
で、光学フィルムと粘着剤との密着力を高めて、高い耐加熱性を有する粘着型光学フィル
ムを得ることができる。
　このようなオキサゾリン基含有ポリマーは、一般に、有機溶剤や水などの溶液に、溶解
または水分散されており、オキサゾリン基含有ポリマーを含んだ樹脂溶液または水分散液
として調製されている。なお、光学フィルムの変質を防止する観点からは、水分散液とし
て調製されていることが好ましい。
【００４４】
　また、本発明の粘着型光学フィルムでは、下塗り層は、オキサゾリン基含有ポリマーと
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ポリアミン系ポリマーとの混合物からなることが好ましい。
　ポリアミン系ポリマーは、分子内に複数の１級または２級アミノ基を有するポリマーで
あって、例えば、ポリエチレンイミン、ポリアリルアミン、その他に、アクリル骨格から
なる主鎖を含み、その主鎖の側鎖に、下記一般式（３）で表されるポリエチレンイミン鎖
や下記一般式（４）で表されるポリアリルアミン鎖が変性された、エチレンイミン変性ア
クリル系ポリマーやアリルアミン変性アクリル系ポリマーなどが挙げられる。好ましくは
、エチレンイミン変性アクリル系ポリマーが挙げられる。
【００４５】
【化３】

【００４６】
（一般式（３）中、ｘおよびｙは、ポリエチレンイミン鎖の重合度を示す。）
【００４７】

【化４】

【００４８】
（一般式（４）中、ｚは、ポリアリルアミン鎖の重合度を示す。）
　ポリアミン系ポリマーは、その数平均分子量が、例えば、２００以上、好ましくは、１
０００以上、さらに好ましくは、８０００以上であり、通常１００００００以下が好まし
い。数平均分子量が２００より小さいと、下塗り層の強度が不足して、凝集破壊を起こし
、投錨力を向上できない場合がある。数平均分子量が１００００００より大きいと、作業
性に劣る場合がある。また、ポリアミン系ポリマーは、そのアミン水素当量が、例えば、
１５００ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．以下、好ましくは、１２００ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．以
下である。アミン水素当量が１５００ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．より大きいと、分子中に含
まれるアミノ基の量が少なくなり、投錨力を向上できない場合がある。
【００４９】
　ポリアミン系ポリマーは、通常、一般の市販品が用いられ、具体的には、エポミンＳＰ
－００３（水溶性タイプ、アミン水素当量４７．６ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本
触媒製）、エポミンＳＰ－００６（水溶性タイプ、アミン水素当量５０．０ｇ　ｓｏｌｉ
ｄ／ｅｑ．、（株）日本触媒製）、エポミンＳＰ－０１２（水溶性タイプ、アミン水素当
量５２．６ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本触媒製）、エポミンＳＰ－０１８（水溶
性タイプ、アミン水素当量５２．６ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本触媒製）、エポ
ミンＳＰ－１０３（水溶性タイプ、アミン水素当量５２．６ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（
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株）日本触媒製）、エポミンＳＰ－１１０（水溶性タイプ、アミン水素当量５５．６ｇ　
ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本触媒製）、エポミンＳＰ－２００（水溶性タイプ、アミ
ン水素当量５５．６ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本触媒製）、エポミンＰ－１００
０（水溶性タイプ、アミン水素当量５２．６ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本触媒製
）などのポリエチレンイミン、例えば、ポリメントＳＫ－１０００（エマルションタイプ
、アミン水素当量６５０ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本触媒製）、ポリメントＮＫ
－３５０（溶剤タイプ、アミン水素当量１１００ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本触
媒製）、ポリメントＮＫ－３８０（溶剤タイプ、アミン水素当量１１００ｇ　ｓｏｌｉｄ
／ｅｑ．、（株）日本触媒製）、ポリメントＮＫ－１００ＰＭ（水溶性タイプ、アミン水
素当量３５０～４５０ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（株）日本触媒製）、ポリメントＮＫ－
２００ＰＭ（水溶性タイプ、アミン水素当量３５０～４５０ｇ　ｓｏｌｉｄ／ｅｑ．、（
株）日本触媒製）などのエチレンイミン変性アクリル系ポリマーなどが挙げられる。
【００５０】
　ポリアミン系ポリマーの配合割合は、オキサゾリン基含有ポリマーとポリアミン系ポリ
マーとの総量１００重量部に対して、例えば、７０～９８重量部、好ましくは、７０～９
７重量部、さらに好ましくは、８０～９５重量部である。ポリアミン系ポリマーが７０重
量部より少ないと、耐湿熱性に劣る場合がある。ポリアミン系ポリマーが９８重量部より
多いと、耐加熱性に劣る場合がある。
 
【００５１】
　このようなオキサゾリン基含有ポリマーとポリアミン系ポリマーとの混合物は、一般に
、有機溶剤や水などの溶液に、溶解または水分散されており、オキサゾリン基含有ポリマ
ーとポリアミン系ポリマーとの混合物の樹脂溶液または水分散液として調製されている。
好ましくは、これらの混合物が水分散されている、水分散型の、オキサゾリン基含有ポリ
マーとポリアミン系ポリマーとの混合物（水分散型ポリマー）として、調製されている。
【００５２】
　このように下塗り層が、オキサゾリン基含有ポリマーとポリアミン系ポリマーとの混合
物からなっていれば、オキサゾリン基含有ポリマーのみからなる場合の高い密着力や耐加
熱性を維持したまま、粘着型光学フィルムに高い耐湿熱性を付与することができ、高い密
着力、耐加熱性および耐湿熱性を有する粘着型光学フィルムを得ることができる。
　このような効果は、ポリアミン系ポリマーが有するアミノ基による水素結合や酸塩基相
互作用による密着力の上昇効果に加え、オキサゾリン基含有ポリマーとポリアミン系ポリ
マーとの反応により下塗り層が架橋され、強固な下塗り層となることで、耐加熱性や耐湿
熱性が高くなると推測される。
【００５３】
　また、本発明の粘着型光学フィルムでは、下塗り層は、オキサゾリン基含有ポリマーと
複数のカルボキシル基を含有する化合物との混合物からなることも好ましい。
 
【００５４】
　複数のカルボキシル基を含有する化合物としては、高分子化合物（カルボキシル基を含
有する不飽和化合物の重合体）であって、例えば、アクリル酸、メタクリル酸などの不飽
和化合物の重合体（ポリアクリル酸、ポリメタクリル酸など）、例えば、これら不飽和化
合物の共重合体、具体的には、アクリル酸およびメタクリル酸の共重合体、アクリル酸お
よびマレイン酸の共重合体、メタクリル酸およびマレイン酸の共重合体、アクリル酸、メ
タクリル酸およびマレイン酸の共重合体などが挙げられる。好ましくは、アクリル酸およ
びマレイン酸の共重合体が挙げられる。
 
【００５５】
　複数のカルボキシル基を含有する化合物は、その数平均分子量（ＧＰＣ測定、標準ポリ
エチレングリコール換算）が、例えば、１０００以上、好ましくは、３０００～２０００
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００である。
　また、複数のカルボキシル基を含有する化合物が有するカルボキシル基は、その全部ま
たは一部が、カチオンと塩を形成していてもよい。
【００５６】
　カチオンとしては、例えば、カリウムイオン、ナトリウムイオンなどの無機カチオン、
例えば、アンモニウムイオンや、１級アミン、２級アミンまたは３級アミンのカチオンな
どの有機カチオンなどが挙げられる。
　複数のカルボキシル基を含有する化合物は、通常、一般の市販品が用いられ、具体的に
は、ポイズ５３２Ａ（アクリル酸／マレイン酸共重合体アンモニウム塩、数平均分子量約
１００００、花王（株）製）などが挙げられる。
【００５７】
　このようなオキサゾリン基含有ポリマーと複数のカルボキシル基を含有する化合物との
混合物は、一般に、有機溶剤や水などの溶液に、溶解または水分散されており、オキサゾ
リン基含有ポリマーと複数のカルボキシル基を含有する化合物との混合物の樹脂溶液また
は水分散液として調製されている。好ましくは、これらの混合物が水分散されている、水
分散型の、オキサゾリン基含有ポリマーと複数のカルボキシル基を含有する化合物との混
合物（水分散型ポリマー）として、調製されている。
【００５８】
　一般に、下塗り層として、水溶性の材料を用いた場合において、下塗り層の厚みが厚く
なると、高湿の雰囲気下で使用したときに、下塗り層の強度が低下して、層間破壊する場
合がある。しかし、このように下塗り層が、オキサゾリン基含有ポリマーと複数のカルボ
キシル基を含有する化合物との混合物であれば、オキサゾリン基含有ポリマーのオキサゾ
リン基と、複数のカルボキシル基を含有する化合物のカルボキシル基とが反応することに
より、下塗り層が架橋されて、より強固な下塗り層となることで、耐加熱性や耐湿熱性が
高くなり、密着力が高くなると推測される。
【００５９】
　複数のカルボキシル基を含有する化合物の配合割合は、オキサゾリン基含有ポリマーと
複数のカルボキシル基を含有する化合物との総量１００重量部に対して、例えば、１～３
０重量部、好ましくは、２～２０重量部、さらに好ましくは、３～１０重量部である。複
数のカルボキシル基を含有する化合物が１重量部より少ないと、下塗り層を架橋する効果
が低下する場合がある。複数のカルボキシル基を含有する化合物が３０重量部より多いと
、下塗り層が白濁して、光学特性が低下する場合がある。
【００６０】
　さらにまた、本発明の粘着型光学フィルムでは、下塗り層は、オキサゾリン基含有ポリ
マーとポリアミン系ポリマーと複数のカルボキシル基を含有する化合物との混合物からな
ることも好ましい。
　ポリアミン系ポリマーの配合割合は、オキサゾリン基含有ポリマーとポリアミン系ポリ
マーと複数のカルボキシル基を含有する化合物との総量１００重量部に対して、例えば、
５０～９８重量部、好ましくは、７０～９７重量部、さらに好ましくは、８０～９５重量
部である。ポリアミン系ポリマーが５０重量部より少ないと、耐湿熱性に劣る場合がある
。ポリアミン系ポリマーが９８重量部より多いと、耐加熱性に劣る場合がある。
【００６１】
　複数のカルボキシル基を含有する化合物の配合割合は、オキサゾリン基含有ポリマーと
ポリアミン系ポリマーと複数のカルボキシル基を含有する化合物との総量１００重量部に
対して、例えば、１～３０重量部、好ましくは、２～２０重量部、さらに好ましくは、３
～１０重量部である。複数のカルボキシル基を含有する化合物が１重量部より少ないと、
下塗り層を架橋する効果が低下する場合がある。複数のカルボキシル基を含有する化合物
が３０重量部より多いと、下塗り層が白濁して、光学特性が低下する場合がある。
【００６２】
　このようなオキサゾリン基含有ポリマーとポリアミン系ポリマーと複数のカルボキシル
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基を含有する化合物との混合物は、一般に、有機溶剤や水などの溶液に、溶解または水分
散されており、オキサゾリン基含有ポリマーとポリアミン系ポリマーと複数のカルボキシ
ル基を含有する化合物との混合物の、樹脂溶液または水分散液として調製されている。好
ましくは、これらの混合物が水分散されている、水分散型の、オキサゾリン基含有ポリマ
ーとポリアミン系ポリマーと複数のカルボキシル基を含有する化合物との混合物（水分散
型ポリマー）として、調製されている。
【００６３】
　以下、図１を参照して、本発明の粘着型光学フィルムの製造方法について説明する。
　図１に示す粘着型光学フィルムを得るには、まず、光学フィルム１を用意する。
　光学フィルム１としては、光学特性を有し、液晶ディスプレイなどに貼着されるフィル
ムであれば特に制限されず、例えば、偏光フィルム、位相差フィルム、輝度向上フィルム
、視野角拡大フィルムなどが挙げられる。
【００６４】
　偏光フィルムとしては、偏光子の片面または両面に、透明保護フィルムが設けられたも
のが用いられる。
　偏光子としては、特に制限されず、例えば、ポリビニルアルコール系フィルム、部分ホ
ルマール化ポリビニルアルコール系フィルム、エチレン・酢酸ビニル共重合体系部分ケン
化フィルムなどの親水性高分子フィルムに、ヨウ素や二色性染料などの二色性物質で染色
し一軸延伸したものや、ポリビニルアルコールの脱水処理物やポリ塩化ビニルの脱塩酸処
理物などポリエン系配向フィルムなどが挙げられる。好ましくは、ポリビニルアルコール
系フィルムをヨウ素で染色して一軸延伸した偏光子が挙げられる。
【００６５】
　透明保護フィルムとしては、例えば、ポリエチレンテレフタレートやポリエチレンナフ
タレートなどのポリエステル系ポリマーフィルム、ジアセチルセルロースやトリアセチル
セルロースなどのセルロース系ポリマーフィルム、ポリメチルメタクリレートなどのアク
リル系ポリマーフィルム、ポリスチレンやアクリロニトリル・スチレン共重合体（ＡＳ樹
脂）などのスチレン系ポリマーフィルム、ポリカーボネート系ポリマーフィルムなど挙げ
られる。また、ポリエチレン、ポリプロピレン、シクロまたはノルボルネン構造を有する
ポリオレフィン、エチレン・プロピレン共重合体などのポリオレフィン系ポリマーフィル
ム、塩化ビニル系ポリマーフィルム、ナイロン、芳香族ポリアミドなどのアミド系ポリマ
ーフィルム、イミド系ポリマーフィルム、スルホン系ポリマーフィルム、ポリエーテルス
ルホン系ポリマーフィルム、ポリエーテルエーテルケトン系ポリマーフィルム、ポリフェ
ニレンスルフィド系ポリマーフィルム、ビニルアルコール系ポリマーフィルム、塩化ビニ
リデン系ポリマーフィルム、ビニルブチラール系ポリマーフィルム、アリレート系ポリマ
ーフィルム、ポリオキシメチレン系ポリマーフィルム、エポキシ系ポリマーフィルム、ま
たは上記したポリマーのブレンド物のフィルムなども挙げられる。
【００６６】
　透明保護フィルムは、アクリル系、ウレタン系、アクリルウレタン系、エポキシ系、シ
リコーン系などの熱硬化型、紫外線硬化型の樹脂の硬化層として形成することもできる。
　透明保護フィルムとしては、好ましくは、セルロース系ポリマーが挙げられる。透明保
護フィルムの厚さは、特に制限されず、例えば、５００μｍ以下、好ましくは、１～３０
０μｍ、さらに好ましくは、５～２００μｍである。
【００６７】
　偏光子と透明保護フィルムとを接着処理するには、例えば、イソシアネート系接着剤、
ポリビニルアルコール系接着剤、ゼラチン系接着剤、ビニル系接着剤、ラテックス系接着
剤、水系ポリエステル接着剤などを用いて接着する。
　位相差フィルムとしては、高分子素材を一軸または二軸延伸処理してなる複屈折性フィ
ルム、液晶ポリマーの配向フィルム、液晶ポリマーの配向層をフィルムにて支持したもの
などが挙げられる。位相差フィルムの厚さは、特に制限されず、例えば、２０～１５０μ
ｍである。



(14) JP 4841267 B2 2011.12.21

10

20

30

40

50

【００６８】
　高分子素材としては、例えば、ポリビニルアルコール、ポリビニルブチラール、ポリメ
チルビニルエーテル、ポリヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキシエチルセルロース
、ヒドロキシプロピルセルロース、メチルセルロース、ポリカーボネート、ポリアリレー
ト、ポリスルホン、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリエー
テルスルホン、ポリフェニレンスルファイド、ポリフェニレンオキサイド、ポリアリルス
ルホン、ポリビニルアルコール、ポリアミド、ポリイミド、ポリオレフィン、ポリ塩化ビ
ニル、セルロース系重合体、またはこれらの二元系、三元系各種共重合体、グラフト共重
合体、ブレンド物などが挙げられる。これら高分子素材は、延伸などにより配向物（延伸
フィルム）となる。
【００６９】
　液晶性ポリマーとしては、例えば、液晶配向性を付与する共役性の直線状原子団（メソ
ゲン）がポリマーの主鎖や側鎖に導入された主鎖型や側鎖型の各種のものなどが挙げられ
る。主鎖型の液晶性ポリマーとしては、例えば、屈曲性を付与するスペーサ部でメソゲン
基を結合した構造であり、具体的には、ネマチック配向性のポリエステル系液晶性ポリマ
ー、ディスコティックポリマーやコレステリックポリマーなどが挙げられる。側鎖型の液
晶性ポリマーとしては、例えば、ポリシロキサン、ポリアクリレート、ポリメタクリレー
トまたはポリマロネートを主鎖骨格とし、側鎖として共役性の原子団からなるスペーサ部
を介してネマチック配向付与性のパラ置換環状化合物単位からなるメソゲン部を有するも
のなどが挙げられる。これら液晶性ポリマーは、例えば、ガラス板上に形成したポリイミ
ドやポリビニルアルコールなどの薄膜の表面をラビング処理したもの、酸化珪素を斜方蒸
着したものなどの配向処理面上に液晶性ポリマーの溶液を展開して熱処理することにより
得られる。
【００７０】
　また、位相差フィルムは、例えば、各種波長フィルムや液晶層の複屈折による着色や視
野角などの拡大を目的としたもの、その他使用目的に応じて、適宜、位相差を有するもの
であってよく、２種以上の位相差フィルムを積層して位相差などの光学特性を制御したも
のなどであってもよい。
　輝度向上フィルムとしては、例えば、誘電体の多層薄膜や屈折率異方性が相違する薄膜
フィルムの多層積層体など、所定偏光軸の直線偏光を透過して他の光は反射する特性を示
すもの、コレステリック液晶ポリマーの配向フィルムやその配向液晶層をフィルム基材上
に支持したものなど、左回りまたは右回りのいずれか一方の円偏光を反射して他の光は透
過する特性を示すものなどが挙げられる。
【００７１】
　視野角拡大フィルムは、液晶ディスプレイの画面を、画面に垂直でなくやや斜めの方向
から見た場合でも、画像が比較的鮮明にみえるように視野角を広げるためのフィルムであ
り、例えば、位相差フィルム、液晶ポリマーなどの配向フィルムや透明基材上に液晶ポリ
マーなどの配向層を支持したものなどが挙げられる。視野角拡大フィルムとして用いられ
る位相差フィルムには、面方向に二軸に延伸された複屈折を有するポリマーフィルムや、
面方向に一軸に延伸され厚さ方向にも延伸された厚さ方向の屈折率を制御した複屈折を有
するポリマーや傾斜配向フィルムのような二方向延伸フィルムなどが用いられる。
【００７２】
　そして、光学フィルム１の片面に、下塗り層２を設ける。なお、この説明において、下
塗り層２は、光学フィルムの片面に設けられるが、必要により、両面に設けてもよい。
　下塗り層２を設けるには、例えば、光学フィルム１に、オキサゾリン基含有ポリマー、
オキサゾリン基含有ポリマーとポリアミン系ポリマーとの混合物、オキサゾリン基含有ポ
リマーと複数のカルボキシル基を含有する化合物との混合物、または、オキサゾリン基含
有ポリマーとポリアミン系ポリマーと複数のカルボキシル基を含有する化合物との混合物
の、樹脂溶液または水分散液を、ナイフコーティング法などの公知のコーティング方法に
より、直接コーティングして乾燥する。
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【００７３】
　下塗り層２の厚み（乾燥後厚み）は、例えば、１～５００ｎｍ、好ましくは、１０～４
５０ｎｍ、さらに好ましくは、２０～４００ｎｍの範囲に設定される。下塗り層の厚みが
上記した範囲内に設定されれば、光学フィルム１と粘着剤層３との密着力を十分に高くす
ることができる。
　次いで、光学フィルム１の少なくとも片面に、下塗り層２を介して、粘着剤層３を設け
る。
【００７４】
　粘着剤層３を設けるには、例えば、上記した下塗り層２に、粘着剤層３が形成された離
型シート４から、粘着剤層３を転写する方法が挙げられる。粘着剤層３が形成された離型
シート４は、離型シート４にナイフコーティング法などの公知のコーティング方法により
、粘着剤を直接コーティングして、これを乾燥することにより調製することができる。ま
た、粘着剤層３を転写するには、粘着剤層３が形成された離型シート４を、下塗り層２が
設けられた光学フィルム１に、下塗り層２と粘着剤層３とが接触するように、貼り合わせ
た後、粘着剤層３から離型シート４を引き剥がす。
【００７５】
　また、粘着剤層３を設けるには、例えば、上記した下塗り層２に、粘着剤をナイフコー
ティング法などの公知のコーティング方法により、直接コーティングして乾燥するように
することもできる。
　離型シート４としては、紙、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレ
ートなどの合成樹脂フィルム、ゴムシート、紙、布、不織布、ネット、発泡シートや金属
箔、またこれら積層シート体などが挙げられる。離型シート４の表面には、粘着剤層３か
らの剥離性を高めるため、必要に応じて、シリコーン処理、長鎖アルキル処理、フッ素処
理などの処理がなされていてもよい。
【００７６】
　粘着剤層３の厚み（乾燥後厚み）は、例えば、１～１００μｍ、好ましくは、５～５０
μｍ、さらに好ましくは、１０～４０μｍの範囲に設定される。
　このように、光学フィルム１の少なくとも片面に、下塗り層２を介して、粘着剤からな
る粘着剤層３を設けることによって、本発明の粘着型光学フィルムを得ることができる。
　このようにして得られる本発明の粘着型光学フィルムは、光学フィルムの光学特性など
を損なわずに、偏光フィルム、位相差フィルム、輝度向上フィルム、視野角拡大フィルム
などの光学フィルムなどとして、各種産業用途に好適に用いられる。
【００７７】
　特に、このような粘着型光学フィルムは、粘着剤層３と光学フィルム１との密着力が高
いので、液晶ディスプレイなどに貼着する場合には、光学フィルムを液晶ディスプレイに
貼着した後、位置調整のために、一旦剥離して再貼着（リワーク）しても、剥離時の粘着
剤残りを有効に抑えて、リワークすることができる。そのため、効率的な貼着作業を実現
することができる。
【００７８】
　また、粘着型光学フィルムの切断や搬送時などの使用工程におけるハンドリングの際、
粘着型光学フィルムの端部が人やまわりの物に接触しても、粘着剤欠けを有効に抑えるこ
とができるので、粘着剤欠けに起因した液晶ディスプレイの表示不良を有効に防止するこ
とができる。
　さらに、このような粘着型光学フィルムは、高い耐加熱性を有するので、液晶ディスプ
レイなどに貼着すれば、高温雰囲気下においても、液晶ディスプレイとの密着力の低下を
有効に防止して、高温雰囲気下でも優れた耐久性を得ることができる。
【００７９】
　さらにまた、このような粘着型光学フィルムは、高い耐湿熱性を有するので、液晶ディ
スプレイなどに貼着すれば、高温高湿雰囲気下においても、液晶ディスプレイとの密着力
の低下を有効に防止して、高温高湿雰囲気下でも優れた耐久性を得ることができる。
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【実施例】
【００８０】
　以下に実施例、参考例および比較例を挙げて、本発明をより具体的に説明する。ただし
、本発明は、以下の実施例、参考例および比較例に何ら制限されるものではない。なお、
以下の説明において、「部」および「％」は、特に明記のない限り、重量基準である。
　　（水分散型アクリル系粘着剤の調製）
　容器に、アクリル酸ブチル９５．２部、アクリル酸４．７６部、３－メタクリルオキシ
プロピル－トリメトキシシラン（ＫＢＭ－５０３、信越化学工業（株）製）０．０２部、
反応性乳化剤アクアロンＨＳ－１０（第一工業製薬（株）製）２．０部（固形分）、水５
７．４部を加え、ホモジナイザーを用いて、６０００ｍｉｎ－１で５分間攪拌混合し、モ
ノマーエマルションを調製した。また、別の容器に、２，２’－アゾビス［Ｎ－（２－カ
ルボキシエチル）－２－メチルプロピオンアミジン］水和物（ＶＡ－０５７、和光純薬工
業（株）製）０．１部を水に溶かして、１０％開始剤水溶液を調製した。
【００８１】
　次いで、冷却管、窒素導入管、温度計および攪拌機を備えた反応容器に、水５２．３部
、上記のように調製した１０％開始剤水溶液の３０％量、上記のように調製したモノマー
エマルションの２０％量を添加し、攪拌しながら、５９℃で１時間乳化重合した。その後
、さらに、残りの１０％開始剤水溶液の全て（７０％量）を添加し、次いで、攪拌しなが
ら、残りのモノマーエマルションの全て（８０％量）を３時間かけて添加して、その後、
３時間反応させた。次いで、これを３０℃以下に冷却して、１０％アンモニア水を加えて
ｐＨ８に調整して、水分散型アクリル系粘着剤を得た。
（粘着剤層の形成）
　水分散型アクリル系粘着剤を、離型フィルム（ポリエチレンテレフタレート基材、ダイ
ヤホイル　ＭＲＦ３８、三菱化学ポリエステル（株）製）上に、乾燥後の厚みが２１μｍ
となるように、コーティングして、その後、熱風循環式オーブンで、１００℃で２分間乾
燥させて、離型フィルム上に粘着剤層を形成した。
（光学フィルムの調製）
　ポリビニルアルコールフィルム（厚み８０μｍ）を、４０℃のヨウ素水溶液中で、元長
の５倍に延伸し、その後、ポリビニルアルコールフィルムをヨウ素水溶液から引き上げ、
５０℃で、４分間乾燥させて、偏光子を得た。この偏光子の両側に、ポリビニルアルコー
ル型接着剤を用いて、透明保護フィルムとしてトリアセチルセルロースフィルムを接着し
て、光学フィルムを得た。
【００８２】
　　実施例１
　エポクロスＷＳ－７００（オキサゾリン基含有アクリル系ポリマー、（株）日本触媒製
）を、水／エタノール（容量比で、１：１）混合溶液で、固形分２％に希釈し、下塗り剤
溶液を調製した。この下塗り剤溶液を、マイヤーバー＃５を用いて、光学フィルムの片面
にコーティングし、４０℃で２分間乾燥させて、下塗り層を設けた。次いで、下塗り層が
設けられた光学フィルムの片面に、粘着剤層を形成した離型フィルムを貼り合わせて、粘
着型光学フィルムを作製した。
【００８３】
　　実施例２
　下塗り剤溶液のエポクロスＷＳ－７００（オキサゾリン基含有アクリル系ポリマー、（
株）日本触媒製）を、エポクロスＷＳ－５００（オキサゾリン基含有アクリル系ポリマー
、（株）日本触媒製）に変更した以外は、実施例１と同様に処理して、粘着型光学フィル
ムを作製した。
【００８４】
　　実施例３
　下塗り剤溶液の固形分２％を、５％に変更した以外は、実施例１と同様に処理して、粘
着型光学フィルムを作製した。
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　　参考例１
　実施例１の下塗り剤溶液の調製において、下塗り剤溶液のエポクロスＷＳ－７００（オ
キサゾリン基含有アクリル系ポリマー、（株）日本触媒製）を、エポクロスＷＳ－７００
（オキサゾリン基含有アクリル系ポリマー、（株）日本触媒製）と、ポリメントＳＫ－１
０００（エチレンイミン変性アクリル系ポリマー、（株）日本触媒製）との混合溶液（混
合比は、固形分比で、５：９５）に変更し、水／エタノール（容量比で、１：１）混合溶
液を水に変更した以外は、実施例１と同様に処理して、下塗り剤溶液を調製し、粘着型光
学フィルムを作製した。
【００８５】
　　参考例２
　実施例１の下塗り剤溶液の調製において、下塗り剤溶液のエポクロスＷＳ－７００（オ
キサゾリン基含有アクリル系ポリマー、（株）日本触媒製）を、エポクロスＷＳ－７００
（オキサゾリン基含有アクリル系ポリマー、（株）日本触媒製）と、ポイズ５３２Ａ（ア
クリル酸／マレイン酸共重合体アンモニウム塩、数平均分子量約１００００、花王（株）
製）との混合溶液（混合比は、固形分比で、９５：５）に変更し、水／エタノール（容量
比で、１：１）混合溶液を水に変更した以外は、実施例１と同様に処理して、下塗り剤溶
液を調製し、粘着型光学フィルムを作製した。
【００８６】
　　参考例３
　実施例１の下塗り剤溶液の調製において、下塗り剤溶液のエポクロスＷＳ－７００（オ
キサゾリン基含有アクリル系ポリマー、（株）日本触媒製）を、エポクロスＷＳ－７００
（オキサゾリン基含有アクリル系ポリマー、（株）日本触媒製）と、ポリメントＳＫ－１
０００（エチレンイミン変性アクリル系ポリマー、（株）日本触媒製）と、ポイズ５３２
Ａ（アクリル酸／マレイン酸共重合体アンモニウム塩、数平均分子量約１００００、花王
（株）製）との混合溶液（混合比は、固形分比で、５：９０：５）に変更し、水／エタノ
ール（容量比で、１：１）混合溶液を水に変更した以外は、実施例１と同様に処理して、
下塗り剤溶液を調製し、粘着型光学フィルムを作製した。
【００８７】
　　実施例４
　下塗り剤溶液の固形分２％を、０．２５％に変更した以外は、実施例１と同様に処理し
て、粘着型光学フィルムを作製した。
　　比較例１
　下塗り剤溶液のエポクロスＷＳ－７００（オキサゾリン基含有アクリル系ポリマー、（
株）日本触媒製）を、水分散型ウレタン樹脂タケラックＷ－５１１（三井武田ケミカル（
株））に変更した以外は、実施例１と同様に処理して、粘着型光学フィルムを作製した。
【００８８】
　　比較例２
　下塗り剤溶液のエポクロスＷＳ－７００（オキサゾリン基含有ポリマー、（株）日本触
媒製）を、水分散型ポリエステル系樹脂バイロンＴＡＤ－１０００（東洋紡績（株）製）
に変更した以外は、実施例１と同様に処理して、粘着型光学フィルムを作製した。
　　比較例３
　下塗り剤溶液のエポクロスＷＳ－７００（オキサゾリン基含有ポリマー、（株）日本触
媒製）を、水分散型酢酸ビニル系樹脂ボンコート９１８０（大日本インキ（株）製）に変
更した以外は、実施例１と同様に処理して、粘着型光学フィルムを作製した。
【００８９】
　　比較例４
　下塗り剤溶液のエポクロスＷＳ－７００（オキサゾリン基含有アクリル系ポリマー、（
株）日本触媒製）を、カルボジイミド基含有水分散型アクリル樹脂カルボジライトＥ－０
１（日清紡（株）製）に変更した以外は、実施例１と同様に処理して、粘着型光学フィル
ムを作製した。
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【００９０】
　比較例５
　実施例１の下塗り剤溶液の調製において、下塗り剤溶液のエポクロスＷＳ－７００（オ
キサゾリン基含有アクリル系ポリマー、（株）日本触媒製）を、ポリメントＳＫ－１００
０（エチレンイミン変性アクリル系ポリマー、（株）日本触媒製）に変更し、水／エタノ
ール（容量比で、１：１）混合溶液を水に変更した以外は、実施例１と同様に処理して、
下塗り剤溶液を調製し、粘着型光学フィルムを作製した。
【００９１】
　　比較例６
下塗り層を設けないようにした以外は、実施例１と同様に処理して、粘着型光学フィルム
を作製した。
　　（評価）
１）　下塗り層の厚み
　各実施例、各参考例および各比較例において、下塗り層のみを設けた粘着型光学フィル
ムを、２％ルテニウム酸水溶液により、２分間染色した後、これをエポキシ樹脂中に埋め
こみ、超ミクロトーム（Ｕｌｔｒａｃｕｔ　Ｓ、ライカ社製）により、厚み約８０ｎｍに
切削し、次いで、この光学フィルム切片の断面をＴＥＭ（Ｈｉｔａｃｈｉ　Ｈ－７６５０
　加速電圧　１００ｋＶ）で観察することにより、下塗り層の厚みを求めた。その結果を
、表１に示す。
２）　ヘイズ
　各実施例、各参考例および各比較例において、下塗り層のみを設けた光学フィルムを、
５０×５０ｍｍに切断し、ヘイズコンピューターＨＺ－１（スガ試験機（株））により、
ヘイズを測定した。その結果を、表１に示す。なお、ヘイズは、通常２．０％以下である
ことが好ましく、２％を超えると、目視で白く見え、好ましくない。
３）　粘着剤層と光学フィルムとの密着力
　各実施例、各参考例および各比較例の粘着型光学フィルムを、２５×１２０ｍｍの大き
さに切断し、これをサンプルとした。このサンプルを、２３℃で６０％ＲＨの雰囲気下、
５０℃の雰囲気下、および、６０℃で９０％ＲＨの雰囲気下で、それぞれ１日エージング
した。エージング後、離型フィルムを剥離し、サンプルの粘着面にポリプロピレン多孔質
膜を貼着し、このポリプロピレン多孔質膜上に粘着テープ（Ｎｏ．３１Ｂ、日東電工（株
）製）を貼着して補強した後、２４時間以上、２３℃、６０％ＲＨの雰囲気下で放置した
。その後、放置後の粘着型光学フィルムの背面に、ＳＵＳ３０４鋼板を両面テープを用い
て貼り付け、引張試験器により１８０°方向に３００ｍｍ／ｍｉｎの速度で、ポリプロピ
レン多孔質膜と粘着テープ（Ｎｏ．３１Ｂ）とを剥離し、粘着剤層がポリプロピレン多孔
質膜側に付着していることを確認した後、剥離応力を測定した。その結果を、表１に示す
。なお、密着力は、通常５．０Ｎ／２５ｍｍ以上であることが好ましい。
４）　耐加熱性
　各実施例、各参考例および各比較例の粘着型光学フィルムを、２３０×３１０ｍｍの大
きさに切断し、これをサンプルとした。サンプルの粘着面をガラス板（厚み０．７ｍｍ、
コーニング＃１７３７、コーニング（株）製）に貼着し、５０℃、０．５ＭＰａの雰囲気
下に１５分間放置した。その後、このサンプルを９０℃で、５００時間保存した後の粘着
型光学フィルムの剥がれの有無を目視観察により確認した。その結果を、表１に示す。
【００９２】
　　なお、表１中、「○」は、浮きや剥がれなどの欠陥がなかったこと示し、「△」は、
１ｍｍ未満の剥がれがあったことを示し、「×」は、１ｍｍ以上の剥がれがあったことを
示す。
５）　耐湿熱性
　各実施例、各参考例および各比較例の粘着型光学フィルムを、２３０×３１０ｍｍの大
きさに切断し、これをサンプルとした。サンプルの粘着面をガラス板（厚み０．７ｍｍ、
コーニング♯１７３７、コーニング（株）製）に貼着し、５０℃、０．５ＭＰａの雰囲気
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下に１５分間放置した。その後、このサンプルを６０℃、９０％ＲＨで５００時間保存し
た後の粘着型光学フィルムの剥がれの有無を目視観察により確認した。その結果を、表１
に示す。
【００９３】
　なお、表１中、「○」は、浮きや剥がれなどの欠陥がなかったこと示し、「△」は、１
ｍｍ未満の剥がれがあったことを示し、「×」は、１ｍｍ以上の剥がれがあったことを示
す。
【００９４】
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【表１】

【００９５】
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　表１から明らかなように、実施例１～４および参考例１～３の粘着型光学フィルムは、
下塗り剤層を設けていない比較例６や、その他の下塗り層を設けた比較例１～５の粘着型
光学フィルムと比べて、粘着剤層と光学フィルムとの密着力が高く、特に加熱によるエー
ジングでも高い密着力を得ることができる。また、耐加熱性が良好であることが分かる。
また、ポリアミン系ポリマーを単独で用いた比較例５は、耐加熱性および耐湿熱性ともに
、比較例１～４および６に比べてやや良好である一方で、さらにオキサゾリン基含有アク
リルポリマーを含んで併用した実施例４では、耐加熱性だけでなく、耐湿熱性も高くなる
ことが分かる。
【００９６】
　また、下塗り層の厚みが薄い実施例４と、下塗り層の厚みが厚い実施例１～３とを比べ
ると、下塗り層の厚みが厚くなると、加熱および加湿によるエージングのために、密着力
が低下する一方で、下塗り層の厚みが薄いと密着力が低下しないことが分かる。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】本発明の粘着型光学フィルムの一実施形態の拡大断面図である。
【符号の説明】
【００９８】
　１　　光学フィルム
　２　　下塗り層
　３　　粘着剤層
　４　　離型シート

【図１】
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